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県労連賃金確定交渉
本日、県労連幹事団交渉を再開！

勧告実施で3年連続の賃上げを

配偶者手当は国を上回る水準に！時間外労働の実態把握と総労働時間短縮に向けた具体策を

県労連2016賃金確定闘争は、昨年11月15日の最終交渉で県当局が人事委員会勧告を尊重するとしながらも、「県の財政（地方交付税）が見極められない状況で判断できない。勧告の完全実施に向け最大限努力する。」と回答したことから、越年をして引き続き交渉を行っていくことにしました（これまでの県労連主張と当局回答は次頁）。
　年明けから知事の予算ヒアリングが始まったことや財政状況の見極めができる状況になったため、日程を再設定し、県労連幹事団交渉を再開し進めていくことになりました。
県労連幹事団は、幹事会を開催して越年交渉に臨む重要項目について整理し、①不退転の決意で勧告の完全実施に臨む、②扶養手当の配偶者部分について国を上回る水準をめざす、③時間外労働の実態を把握し、縮減に向けた具体的な対策を実施させていく、などを中心に交渉を展開していくことになりました。
また、毎年越年することのないように今回の継続交渉は「例外的なもの」と確認しています。
自治労県職労は、引き続き県労連に結集し、人事委員会勧告の完全実施と要求の前進に向け全力でたたかっていきます。
	最　　重　　要　　項　　目

	
	当局回答
	県労連の主張

	基本賃金、一時金、諸手当等
	○人事委員会勧告の尊重を基本とし、県内民間賃金との均衡を図るべきものと考える。
○財政状況が例年以上に厳しいので、勤勉手当の成績率については、話せる段階にない。
○歳入で地方交付税がどのくらいの金額になるのか、はっきりしないと何とも言えない。しばらく時間が欲しい。（越年交渉とする）
○県人事委員会勧告実施に向け最大限努力する。
	○3年連続のプラス勧告に対する組合員の期待は大きい。モチベーション維持のためにも実施すること。
○県人事委員会プラス勧告の完全実施に向けて、不退転の決意で臨む。
○交渉の最終判断は総合的に判断することとし、今回の継続交渉は例外的とする。
　《人事委員会勧告内容》
①月例給　公民較差0.20％（784円）
（給料表の引上げ　200～1,300円、地域手当11.5％→11.6％）
　②一時金（期末・勤勉手当）
勤勉手当　0.10月増　4.20月⇒4.30月
　③地域手当の支給割合を0.2%引上げ
11.6％→11.8％
　※①②は2016年4月に遡及。③は2017年4月実施

	総労働時間の短縮
	○総労働時間の短縮に向け、引き続き努力していく。管理監督者にあらためて徹底する。
○所属任せではなく、全庁的な労働時間短縮の取組みとするため、1月に方向性の議論を行い、4月からスタートさせたい。
	○労働時間の把握と記録は雇用主の義務である。まず実態の把握を。

○労働時間短縮の成果が上がっていない現状を当局は直視すべき。

○所属任せにすることなく、継続的な実施とすべき。
○管理監督者に周知、徹底させ、実効性のある対策とすること。

	扶養手当の見直し
	○人事委員会報告・勧告を踏まえ見直しを行う。
○国の見直しの趣旨を鑑み、再提案あり
（※11/15　下図参照）。
	○配偶者部分は、介護等の事情で働くことができない者もいるので、配慮すべき。
○配偶者部分について、国を上回る水準での決着を求める。



	調整額の特殊勤務手当化
	○調整額を廃止して特殊勤務手当化したい。
○政策転換で、対象者の退職手当は減額となるが、年収ベースでは、現行の支給水準を上回る設定としたい。
	○退職手当の減額は、職員のモチベーションに大きな影響を及ぼす重要な問題である。
○職務の困難性は増している。人員の配置増や設備の改善を求める。

	休暇制度の
充実・改善
	○不妊治療を受けるための特別休暇の新設は継続協議とする。
	○不妊治療（医師への相談や診断も含む）を受けるための特別休暇の新設を求める。少子化対策の視点からも重要。

	臨任・非常勤職員の勤務条件改善
	○療養休暇について①非常勤職員の有給化は「悩ましい」課題。②臨任職員の有給（現行３日）の拡大は、３日間では不足なのか検討が必要。
○非常勤報酬については、正規職員の給与を整理した上であらためて提案したい。
	○均等待遇の視点から、非常勤職員の療養休暇を無給から有給に改善すべき。
○臨任職員の療養休暇（現行有給３日）を拡大すべき。

	再任用教員の
給与水準
	○重い課題と受け止めている。来年再任用全体で議論していきたい。
	○再任用教諭の給与水準は今期解決すべき緊急課題。



※　各年度における扶養手当の提案額（11月15日現在）
	　
	現行
	2017
	2018
	2019
	2020

	
	
	（H29）
	(H30）
	(H31)
	(H32)

	配偶者
	行（一）７級以下
	14,800
	10,900
	7,000
	
	　

	
	行（一）８級
	
	
	
	3,500
	

	
	行（一）９級以上
	
	
	
	3,500
	支給なし

	扶養親族
	配偶者のいない場合の第一子
	12,500
	13,900
	15,400
	　
	　

	
	扶養ではない配偶者がある場合の第一子
	7,800
	9,300
	10,800
	
	　

	
	上記以外の子
	7,000
	8,900
	
	　
	　

	
	特定期間の子（加算額）
	
	7,000
	7,000
	　
	　

	
	配偶者のいない場合の第１扶養親族
	12,500
	9,700
	7,000
	　
	　

	
	扶養ではない配偶者がある場合の第１扶養親族
	7,800
	7,400
	
	　
	　

	
	子以外の扶養親族（行（一）７級以下）
	7,000
	7,000
	
	　
	　

	
	　　　　　　　〃　　　（行（一）８級）
	
	
	
	3,500
	　

	
	　　　　　　　〃　　　（行（一）９級以上）
	
	
	
	3,500
	支給なし


自治労県職労基本要求支部代交渉

自治労県職労は1月11日、2017年度基本要求の支部代交渉を行いました。
米倉委員長のあいさつの後、職場や支部の代表者が切実な現場の実態について発言しました。

1月27日に最終交渉を行いますが、職員が働く希望を持てるよう、私たちの要求が一歩でも前進するよう、自治労県職労は取組みを強化していきます。
参加者の主な発言内容（要旨）

・児童相談所への虐待通報が増えている。スピーディーに、かつきめ細かい丁寧な対応が求められる。

日々その対応に追われるため、記録等は時間外に処理するしかない。福祉職員の過重労働を解消し、子どもの命と権利を守ることができるよう、抜本的な人員体制の確立を求める。

・県税や保健福祉事務所は再編統合に伴い、管轄地域が広域になり、業務量も増加している。適正かつ計画的な人員配置を。

・職訓指導員の欠員は依然として多い。できる限り、正規職員を配置してほしい。募集しても受験者がいないといった問題もあり、受験資格の見直しが必要。

・短時間再任用や非常勤の割合が多く、常勤職員に負担がかかっている現状がある。必要な人員配置を。

・労働時間短縮のための取組みが各局で行われている。このような状況にあっても、財政課から必要であるとは思えない資料を求められる。時間には限りがあることを当局はきちんと認識すべきである。仕事のやり方を変えなければ時短の成果は上がらない。

・「指定管理」を含め、委託料の積算にあたっては、人件費の単価を県職員の平均賃金とすること。毎年委託料が下げられ、経費を落とさないと請負できない現状がある。最低賃金で働いている人もいる。

・津久井やまゆり園での事件を踏まえ、指定管理者制度について全般的な検証を行うこと。

・管理職が労務管理の責任を果たしていない状態が続いている。これ以上メンタル不全の職員を出さないように、何らかの対応をしてもらいたい。
・視覚障害がある職員がワークアシスタントの配置を切望しているので、早急に対応してほしい。

県労連確定闘争日程
○1月1７日（火） 幹事団交渉
○1月２０日（金） 幹事団交渉（最終）

19時～　自治労県職労拡大評議委員会

県庁本庁舎地下014会議室
○1月２４日（火） 戦術配置
ＬＡＧシンポジウム

（労働弁護グループ・かながわ）

○日時：2月9日(木)　18時30分～

○会場：神奈川県地域労働文化会館　２階会議室

○内容：労働問題に関するディベート（予定）
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